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研究要旨 
本研究では，法医剖検例および死体検案事例を通じて COVID-19 陽性者の死因を明らか明らかにするとと
もに，新興感染症やパンデミック発生時における当該感染症の感染情報の収集やその活用方法の構築を目
指すものである．法医剖検例においてPCR 検査，または抗原検査によってSARS-CoV-2陽性例を抽出した． 
死因については，新型コロナウイルス感染症によるものだけではなく，SARS-CoV-2感染とは関連しない内
因死や外因死の事例も認められた．新型コロナウイルス感染症による死亡事例の多くは男性であり，年齢
では65歳以上が3分の2を占めていた．当初，未診断で解剖時の検査によって，はじめてSARS-CoV-2感染症
と判明した事例や既にSARS-CoV-2陽性で自宅や宿泊施設療養中に症状が悪化して死亡した事例が見受けら
れた．それらの死因については，肺炎、心筋炎の他，喉頭気管支炎等多様であった．一方，外因死では，
溺死，一酸化炭素中毒，高所からの転落による多発外傷，縊死，焼死等の死因が見られた．SARS-CoV-2陽
性の解剖ならびに検案症例に対して、外表ならびに体液等におけるウイルスの分布と定量に関する検討を
行った．ウイルスの検出率ならびに検出されたウイルス量が最も多かった試料は鼻粘膜であった．さら
に，鼻粘膜から検出された SARS-CoV-2 は約半数で感染性を維持していた．剖検例では，鼻粘膜だけでな
く胃内容からも感染性のあるウイルスが検出された．死後経過時間と感染性の検討では，最長で死後 9 日
の症例からSARS-CoV-2の感染性が認められた．ワクチン接種後の異状死例の死因は，ワクチン接種と直接
関連のない死因例や明らかな関係性を見出せない事例が大部分であったが、少数ながら心筋炎等副反応疑
い報告基準に含まれる死因を認めた．またネクロプシー事例において，エンバーミング前後の遺体の鼻咽
頭拭いを用いた抗原検査，鼻咽頭及び咽頭拭い及び外表部位9 箇所のPCR 検査結果は，エンバーミング後
では全事例において陰性となったことから，適切なエンバーミングによって家族との対面も可能となるこ
とが明らかとなった．新興感染症やパンデミック時には，生体のみならず死体から得られる情報も多い．
特に解剖を通じて感染の有無や死因を明らかにすることで病態や合併症，リスクファクターが明らかとな
り，その後の感染対策の一助となる．さらに，感染染事例の剖検の実施に際して必要なハード面での感染
防御設備の設置状況の調査をすることで，今後の新興感染症およびパンデミック時の地域における解剖体
制の構築の基礎データとなるものと考える． 
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Ａ 研究目的 
新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の拡大に

より，SARS-CoV-2感染の有無と死因との関連性を
明らかにすることが必要である．医療機関以外で
SARS-CoV-2陽性者死亡時に，感染と死因との関連
性を解剖により解明することは，病態生理解明の
一助となる．加えて，COVID-19ワクチン接種後の
死亡例についても同様に死因との関連性を明らか
にする必要がある．また，自宅等で急死した

SARS-CoV-2感染者の死因を究明することは喫緊の
課題である．本研究の目的は，法医剖検例におけ
るSARS-CoV-2陽性例を調査し，未診断のSARS-
CoV-2陽性患者を抽出することで，医療機関受診
者以外のSARS-CoV-2感染拡大の実態を明らかに
し，軽症COVID-19患者で自宅，宿泊施設等で療養
中に死亡した方等について，解剖による詳細な死
因究明を行い，日本人における重症化危険因子や
血栓症等の合併症率を検討することで，SARS-
CoV-2感染死の病態を解明するとともに，適切な
予防策や治療戦略を提供するための基礎的データ
を収集する．さらに，日本の剖検体制の実態調査
及び課題の抽出を行い，新興感染症およびパンデ
ミックにおける解剖実施体制の見直しに関する提
言を行う． 
 
Ｂ 研究方法 
ア．法医剖検例において，SARS-CoV-2の抗原検

査またはPCR検査を実施し，未診断のSARS-CoV-2
陽性患者を抽出することで，医療機関受診者以外
のSARS-CoV-2感染拡大の実態を明らかにした．さ
らに軽症または中等症のCOVID-19患者で自宅，宿
泊施設等で療養中に死亡した方等について，法医
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解剖による詳細な死因究明を行い，日本人におけ
る重症化危険因子や肺炎以外の心筋炎・血栓症等
の合併症率を検討することで，SARS-CoV-2感染死
の病態を解明した．  
イ．SARS-CoV-2感染が疑われた検案症例に対し

て、外表（鼻拭い液、鼻口部周囲、手指）ならび
に体液（血清、髄液、尿）に含まれるSARS-CoV-2
のウイルス量ならびにその感染性について検討し
た． 
（倫理面への配慮） 
本研究については，各研究者の所属機関の倫理

審査委員会により審査を行い，承認を得て実施し
た． 
 
Ｃ 研究結果 
法医剖検例においてPCR 検査，または抗原検査

によって SARS-CoV-2陽性例を抽出した．死因に
ついては，新型コロナウイルス感染症によるもの
だけではなく，SARS-CoV-2感染とは関連しない外
因死の事例も認められた．新型コロナウイルス感
染症による死亡事例では未診断で解剖時の検査に
よって，はじめてSARS-CoV-2感染症と判明した事
例や既にSARS-CoV-2陽性で自宅や宿泊施設療養中
に症状が悪化して死亡した事例が見受けられた．
それらの死因については，肺炎、心筋炎の他喉頭
気管支炎等多様であった．一方，外因死では，溺
死，一酸化炭素中毒，高所からの転落による多発
外傷，縊死，焼死等の死因が見られた． 

SARS-CoV-2陽性の解剖ならびに検案症例に対し
て、外表ならびに体液等におけるウイルスの分布
と定量に関する検討を行った．ウイルスの検出率
ならびに検出されたウイルス量が最も多かった試
料は鼻粘膜であった．さらに，鼻粘膜から検出さ
れた SARS-CoV-2 は約半数で感染性を維持してい
た．剖検例では，鼻粘膜だけでなく胃内容からも
感染性のあるウイルスが検出された。死後経過時
間と感染性の検討では，最長で死後 9 日の症例
からSARS-CoV-2の感染性が認められた． 
またネクロプシー事例において，エンバーミン

グ前後の遺体の鼻咽頭拭いを用いた抗原検査，鼻
咽頭及び咽頭拭い及び外表部位9 箇所のPCR 検査
結果は，エンバーミング後では全事例において陰
性となった． 
 
Ｄ 考察 
 感染症が広い地域に亘って大流行する，「パン
デミック」状態では，法医学の検案・解剖対象と
なる異状死体において感染の有無を明らかにする
ことが，死因に関わらず感染の真の実態を把握す
るためにも必要不可欠であると考えられる． 
また，全国的に医療機関以外での療養中に死亡し
た事例も多数報告されている．このような事例に
おいて，死因とSARS-CoV-2感染との関係を明らか
にすること，すなわち，感染が直接的な死因なの
か，間接的な関与にとどまるのか，全く無関係で
あるのかを解剖を通じて可能な限り明らかにする
ことが，COVID-19の様々な病態を解明していくう
えで重要であると考えられる． 
さらに，遺体から二次的感染を予防するために

も感染遺体におけるウイルス等の病原体の分布状

況についても基礎的検討が必要である． 
新興感染症およびパンデミックにおいては，法

医学の対象となる異状死体についても，詳細な解
剖を実施することで，感染拡大状況の真の実態の
把握につながるものと思われる．そのためには，
感染事例の剖検の実施に際して必要なハード面で
の感染防御設備の設置状況の調査をすることで，
今後の新興感染症およびパンデミック時の地域に
おける解剖体制の構築の基礎データとなるものと
考える． 
 
Ｅ 結論 
 法医解剖による詳細な死因究明を行い，日本人
におけるCOVID-19重症化危険因子や肺炎以外の心
筋炎・血栓症等の合併症率を検討することで，
COVID-19感染死の病態を解明するとともに，適切
な予防策や治療戦略を提供するための基礎的デー
タを収集する必要性を痛感した．さらに，新興感
染症およびパンデミックにおいては，医療機関以
外での死亡，すなわち法医学の対象となる異状死
体についても，詳細な解剖を実施することで，感
染拡大状況の真の実態の把握につながるものと思
われる．そのためには，感染事例の剖検の実施に
際して必要なハード面での感染防御設備の設置状
況の調査をすることで，今後の新興感染症および
パンデミック時の地域における解剖体制の構築の
基礎データとなるものと考える． 
 
Ｆ健康危険情報 
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3 

 

④ 鈴木秀人 「新型コロナウイルス饂性例
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